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館長退任のあいさつ
三橋渉
光陰矢のごとし、といいますが本当にあっという
間の 2年間でした。右も左もわからず湯川先生か
ら館長職を引き継いで 2年間、正直言って驚きの
連続でした。この 2年間の印象を包み隠さず申し
上げた方が次を引き継ぐ由良先生のためになると
思いますので正直に書かせていただきます。
驚いたことに、寄贈品を受け入れるかどうかが広
く議論されないまま館長の知らないところで公印
を押した礼状が勝手に発行されていました。加え
て、ミュージアム予算の額が決まっているのに平
気でそれを無視した執行が企図される、展示のあ
り方に一家言をお持ちの学術調査員同士の間で深
刻な議論が発生する、お顔を全然拝見したことの
ない学術調査員がいらっしゃる、等々。
一般的な予算執行規律が通じないまま、執行超過
による膨大な赤字を年度末の学長裁量経費の投入
で何とかカバーするような運営が行われ、それが
常態化されていたようです。年度計画が無く PDCA
サイクルも回せない状態なので、次年度の事業経
申請に反映させる新たな企画も出せない、年度
末の報告書の作成にも四苦八苦する、等々。
大学からすればミュージアムの運用にあたって解
決すべき上記のような問題が山積していますが、
学術調査員お一人お一人は豊富な知識をお持ちで
魅力的な方ばかりですし、収蔵品の修復や蔵書の
整理にも情熱的に取組み、熱心に見学者にも対応
し展示の仕方も工夫してくださいました。このよ
うな活動には深く感謝しています。
今年度の館長を引き継いでくださる由良教授との
間でスムースな移行ができるよう、しばらくは私
I もミュージアムに関わらせていただきます。皆様
の変わらぬご協力をお願いいたします。
『歴史資料館』から『コミュニケー ション
ミュー ジアム』へ（その4)
田中正智
初年度の末に、情報工学科が西地区の教育研究
棟内の一室を計算機展示室として提供しました。
同学科が所蔵していたOKITAC-5090やHITAC-10な
どの計算機それに表示装置などが調布祭を機会に
展示されました。
来館者への説明の担当は林 信夫教授（現学術調
査員）が担当しました。子供の手を引いた買い物
帰りの主婦にも分かりやすい懇切な説明ぶりが好
評でした。
2 0 0 2 (HI4)年度から、新たに中田良平教授
（現学術調査員）が歴史資料館長に就任しました。
図書館長兼任で、新設の「人間コミュニケーショ
ン学科」教授でもあり、多忙を極めていました。
ー
その中叫官長は理学者だから視野が広い。その
うえ無線機にも詳しい。古いラジオ受信機の修理
などお手のもの。多忙な日常の中で、来館した子
供たちを楽しませ、笑わせる。子育ての経験がな
い私には及びもつきません。図書館の係長が“・・・
この書類に館長のハンコを至急頂きたいのです
が．．．”と、アタフタとヤッテ来る。館長不在
なら私のハンコを逆さに押す。係長は複雑な表情
で書類を持ち帰る。図書館長は私が臨時代行、図
書館長には資料館長にご専念頂きました。
左端：中田館長（当時） （歴史資料館ニュース Ko.7より）
石島学術調査員は歴史資料館の準備時代からの
メンバーで、船の通信士と無線機のメーカー両方
の経験があるから通信の運用も機器の製作もお手
のもの。私が見よう見まねで物を作ると “60 
点！”の評価。マア「可」でも単位が取れればよ
かった。その厳しい先輩が、なぜか女子学生にも
てます。学生にも配布してある「歴史資料館ニュ
ース」を手に“この写真あたしなの一’'とやって
来ます。彼女は教室で友達に“「資料館」に行くと
こんな写真を撮ってもらえるわよ一つ”と宣伝し
てくれているようでした。
桑島学術調査員は造船所の OBで航海の経験も
豊富で博識。「資料館」主催のセミナーで“マル
コーニは大西洋横断のタイタニック号に乗船す
る予定でしたが、直前にキャンセルして、危う＜
難を免れましだ’と話す。参加者は自然と彼の話
術にひきよせられます。
左端：桑島学術調査員 (2001.12. 12) 
マルコーニ・イヤー記念講演「電波通信の黎明」の様子
ある高校の生徒たち。真空管はもとより送信機
にも受信機にも興味を示しません。しかしひとり
の生徒が展示室で“あ、飛行機”と大声をあげま
した。リンドバーグが大西洋横断に成功した「ス
ピリット・オブ・セントルイス号」の小さな模型
です。私はリンドバーグの飛行の経過を手みじか
に説明してつけくわえました。“リンドバーグはね、
この飛行機に無線機を積まなかったんだよ”。“な
ぜ？’'との質問に“彼はね、無線機よりもそ
さだけ余計にガソリンを積んだのだ”。生徒らの表
情は依然“なぜ？”。“海の上を飛行中に燃料が不
足したとき、無線機は何の役にも立たない。 1リ
ットル余分のガソリンで命が助かるかもしれない
のだよ’'。生徒たちは納得した。
むずかしい事を無理に教える必要はないでしょ
う。「歴史資料館」に興味を持たせる、あるいは「資
料館」と自分自身の接点を見出させることができ
れば良いのだと知りました。
（その4おわり）
右端：石島学術調査員（歴史資料館ニュース No.1より）
?
広幅複写機開発の話（その 1)の補足
櫻井徹男
前々回は複写機の原理と構造のあらましを紹介
しましたが、図がうまく Wordで描けず添付できま
せんでしたので、今回 VISIOで作成し添付しまし
た。図 lを見ながら前回の記事を読み直して戴け
ると理解が進むと思います。前回感光体はセレン
を主に使っていたと説明しましたが、セレンは毒
性が有るためと感度を上げることが難しかったた
め現在は OPCと呼ばれる有機感光体 (Organic
Photo Conductor)が主流になり松下電器（現パナ
ソニック）の研究所が開発した機能分離型と呼ば
れる三層構造 (UL,CGL, CTL)のものが殆どです。
OPCは負帯電で使用するものが殆どで、セレン感
光体で説明した時のプラスはマイナスに、マイナ
スはプラスに置き換えて理解してください。これ
はアルミニュームの筒の上に機能別に三層を形成
したもので色素増感材を使い非常に感度が高いも
のが製造されています。図 1には前回説明しなか
ったものが二か所あります。一つはクリーニング
で、用紙に顕像が転写されますが感光体上の全て
のトナーが用紙に転写されず、 20％程度は残るので
残ったトナーを除去する必要が有ります。これが
クリーニングの役目です。初期の複写機はウサギ
の毛を使用したファーブラシと呼ばれる柔らかい
ローラを使用していましたが、長期間使用してい
る感光体上にトナーが薄くフィルム状に付着して
くる（フィルミングと呼ぶ）ので現在は 5mm程の
厚みのポリウレタン板を刃物で切りエッジを鋭く
し強制的に掻き取っています。感光体もわずかに
削れます。当て方はカウンター方式（回転に逆ら
う方向に当てる）です。掻き取られたトナーは下
側に受け（図には有りません）を設け外部に送り
出して現像部に戻し再使用したり外部の廃トナー
容器に回収しています。もう一つは感光体上に残
っている電位を減らすためクリーニング後に光を
当て残留電位を消去するクエンチングランプです。
光を当てても電位はゼロにはなりませんが均ーに
なります。均ーにならないと以前の像が出て来て
しまいます。これは残像と呼ばれています。この
ようにプロセスを連続的に行うことで 10m、20m
の長いコピーを作ることが出来ます。
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図 2は帯電され潜像が形成された感光体上にト
ナーが移動するまでを表しています。
感光体は帯電器で正帯電しますが、原稿の白い
地肌部分は光を多く反射し感光体に光が多く当た
るため電荷が逃げますが、黒い文字が有る部分は
光が吸収されるため反射光が減り感光体に僅かな
光しか届かないため電荷が逃げずに残ります。こ
の部分を現像スリーブ上のキャリアに静電吸引さ
れている負帯電のトナーで擦ると感光体上の正電
荷とのクーロンカがキャリアとのクーロンカより
も強いため感光体上に移動します。
（おわり）
?
新所蔵品調査報告 BC-156 
宮入源太郎
昨年5月に山田忠之氏より寄贈されたBC-156と
いう銘板の付いた無線機について興味があり調査
した結果をご報告いたします。調査は継続中であ
り、更なる情報をご存じの方や誤りに気付かれた
方がおられましたらご教示いただければ幸いです。
l．外観
収納状態では木製のただの箱のような状態で、
開くと写真のような状態になります。正面
が操作パネルで、手前のパネルに回路図や操作法
などの表示プレートが取り付けられています。現
物にはありませんが電鍵が取り付けられるのが標
準のようです。
2．概要
この無線機は、米国陸軍の歩兵用可搬型無線機
で、戦闘指令所と前線兵士との間の通信を行うた
めに開発されたものです。通信可能距離は 5マイ
ル以内、兵士 2名で移動できるという仕様です。
米陸軍の木箱入りの歩兵携帯用送受信機は 1924
第 2次世界大戦がはじまるとこの種の無線機は急
速に進歩して、第 1展示室にあるBC-611ハンデイ
型無線機や BC-1000背負型超短波無線機に、大戦
終結後はPRC-10などに発展していきます。
3.諸元
3-l 用途 歩兵通信用
3-2 通信距離 最大5マイル（約 8km)
3-3 使用周波数範囲 2, 640-3, 040 kHz 
3-4 電波形式 電信
3-5 回路方式 送信 自励発振
受信 再生検波―低周波
増幅 2段
3-6 アンテナ ループアンテナ
3-7 電池または手回し発電機
3-8 3. 5ポンド（電池、真空管、
ヘッドセット含む）
（約 15.2kg) 
3-9 使用 送信 VT25 1本
受信 VT24 3本
4．調査資料
(l)Technical Manual TM 11-310, 1943年発行
部分コピー 石川俊彦氏提供
(2)Technical Manual TM 11-127, 1942年発行
部分コピー 矢沢豊次郎氏提供
(3)石川俊彦著「軍用無線機概説」
平成4年(1992年）自費出版
(4)石川俊彦著、軍用無線機概説、「モービルハム」
連載記事 1986年9月号より 1987年2月
掲載部分
年に納入されたBC-9-Aが最初といわれ、その後改 （おわり）
良型が開発され1939年に第2次世界大戦が始まる
まで同様タイプが納入されたようで、本機は手回 コミュニケーションと錯視
し発電機 GN-35、組立式）レープアンテナ LP-7、予
備電池、予備真空管などにより構成され、 SCR-171
という米軍の番号を付与された無線通信システム
の基本構成品です。同類機として外観・構成は全
く同じで使用周波数が異なるだけの送受信機とし
てBC-148とBC-151があります。
出澤正徳
本学は総合コミュニケーション科学に関わる世
界的拠点を目指しています。ここでコミュニケー
ションとは人と人のみでなく自然や社会、人工物
との相互作用を含めた広義の意味でのものです。
本学名称の「電気通信」では包含できない幅広い
?
分野となっています。 20年ほど前の大学名称検
討委員会に著者も委員として招集されました。The
University of Electro-Communicationsの英語は
奇妙であり、「電気通信大学」では日本へ留学希望
の学生に「通信教育」の大学と誤解されるなどの
不都合が名称変更の主な理由でした。英語名称は、
Tokyo Communication Universityが有力候補とな
りました。この場合の日本語名称は、「東京コミュ
ニケーション大学」とカタカナ混じりとなるのが難
点でした。なんとか漢字名称をと、その年の 12 
月「コミュニケーション」に替わる新しい日本語と
して「通心」なる言葉を考え、「東京通心大学」な
る名称を提案しました。しかし、年があけてしば
らくして「オウム事件」が起こり、「通心」なる「日
本語訳」は宗教臭いと捨てられてしまいました。
ところで、第7展示室になぜ錯視の展示がある
のかと疑問を寄せる人が少なくありません。 80 
周年記念館の展示物の撤去を命ぜられ、置き場所
に困り、本ミュージアム倉庫に収納させていただ
いたというのが直接的な理由でした。しかし、會本
学の目指す「総合コミュニケーション科学」に照
らし合わせてみると、本ミュージアムに展示する
のがより適切であると了解できるようになりまし
た。すなわち、人間、人間と機械、人間と自然な
どの間における「コミュニケーション」において
は人間の感覚系の特性が重要な要因となっており、
人の感覚系を通じての知覚特性が重要です。感覚
系における知覚特性の研究では錯覚が重要な心理
学的プローブとして利用されており（図 1)、錯覚
研究は「コミュニケーション科学の研究」に他な
りません。そして、視覚における錯覚は錯視と呼
ばれ、錯視研究は視覚を通じてのコミュニケーシ
ョンの研究に関わり、従来から「情報・通信」の
技術に加え、しコミュニケーション科学」に関わる
として加えられるのは自然なことと考えます。
図1．錯視と物の見えるしくみ
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図3.マイム効果による透明錯視球知覚の
ステレオグラム（L：左眼像、 R：右眼像）
本学の教員や学生によって見出された現象、両
眼立体視による 3次元錯視対象知覚{3次元錯視
表面およびそれらの交差•隠蔽、透明錯視対象、
錯視立体など｝、回転変動錯視｛伸縮型、偏心型、
変形型｝ （図 2)、マイム効果による錯視透明立体
の知覚（図 3)、運動からの体積感知覚など、錯視
現象に関するパネルや装置を展示しています。ま
た、本学での錯視発見に関わる研究で用いられた
視覚刺激のいくつかを映像によるデモとして加え
ました。
これらがなぜ起こるのかは、まだ未解明であり、
新しい研究への種としても期待されます。
（おわり）
?
学術調査員紹介
時田元昭
1933年（昭和 8年）
1月30日生まれとなっ
ています（後述）。父の
仕事の関係で出生地は
長野市で、 2歳で東京、
8歳で鎌倉、そして戦争
がはげしくなってきた
昭和 20年4月に長野に行き、戦後も居ついたの
で地元の長野高校から信州大学工学部通信工学
科を出て、昭和 32年に NECに入り、またこちら
に出てきました。31年までは大変な就職難でした
から何が何でも NHKかNTTに入りたいと 1級
無線技術士をとり、NTTの無線中継所と NHK技
研に実習に行ってこれで準備万端と思ったら、
NECが最初の合格発表になって NECに入るこ
とになりました。無線を希望したが電子管事業部
配属となり、その半導体開発部は間もなく半導体
事業部となって、そこの応用技術課になりました。
学校ではほとんど習わなかった半導体使用技術
を、顧客であるセットメーカーの技術者に指導す
るという羽目になりました。時期はソニー（当時
の社名は東京通信工業：略称東通工）のトランジ
スタ・ラジオの成功によってトランジスタ・ラジ
オの輸出のブームとなり、電気関係以外でもバイ
ヤーの要求なのでしょうか、コルゲンコーワの興
和化学、ミシンのジューキ、流し台のサンウエー
ブなどまでが、本業の工場の片隅にラインを作っ
てトランジスタ・ラジオの製造をしていました。
それらはすでに東芝、日立などのトランジスタを
使っていましたが、それを NECのトランジスタ
に替えさせるための回路上の指導ということが
仕事でした。半導体の技術は東芝、日立はRCA
系、松下はフィリップス系で、 NECはGE系で
したから、使用上でいろいろ違いがあったのです。
学校ではトランジスタ回路についてはほとんど
習っていなかったので猛烈な勉強が必要でした。
高校時代からアマチュア無線(JAのDW)で真空管
回路と部品に関する経験があったのが大いに役
に立ちました。幸い実験のためのトランジスタは
いくらでもあり、短期間のうちに豊富なデータに
基づいて、セットメーカーの技術者を指導できる
ところまで勉強させてもらいました。その成果を
ラジオ技術社の「トランジスタ活用辞典」、 CQ出
版社の「トランジスタ実用百科」などで出版する
ことができ、国産のトランジスタについて実際の
データに基づいた解説は好評でした。また、トラ
ンジスタがゲルマニウムからシリコンに変わる
ときにも、 CQ出版社から出した「シリコントラ
ンジスタ活用辞典」が多くに人に利用していただ
けました。その後もオーム社、電子技術出版社、
電波新聞社などからトランジスタ回路応用の解
説書を出すことができ、いつの間にか半導体回路
が専門ということになってしまいました。
1年間だけ半導体事業部の信頼性品質管理部に
籍を置きましたがこれも性に合わず、無理を
てまた応用技術の仕事に戻してもらいました。こ
の時は組織は電子デバイス販売事業部ソリュー
ション技術部となっていましたが、そこでは希望
してドキュメント整備の仕事をさせてもらいま
した。
55歳のときに肩をたたかれて、秋葉原にあるネ
オローグ電子という、マイコン回路の設計ツール
の製造と保守の会社に移りましたが、どうも創業
者会長の方針と相性が悪く、 3年で退職してしま
いました。さてどうしたものかと考えていた時に、
NECドキュメンテクスという会社にあっせんを
受けて、今度はドキュメント作りにかかわりまし
た。ここは定年後2年嘱託で 62歳まででした。
60歳から 67歳まで、新宿の工学院大学専門学校
で講師を勤めました。担当はコンピュータ概論で
す。この時にはコンピュータの仕組みについて大
いに勉強しました。その後弁理士試験に挑戦し 12
年かけましたが、いささか考えるところあって方
向転換して現在に至っています。このとき勉強し
?
た特許法、著作権法の知識は大いに役立っていま
す。わがままを通しながらいろいろ経験してきま
したが、性格としては何にでも興味を持つので、
専門は雑学だと思っています。トランジスタ、 IC
の時代に早くからかかわったおかげで、開発初期
の物、珍しい物のコレクションがあり、死んだあ
とはごみになってしまうことから、後進のお役に
たてればと、当ミュージアムに寄贈させていただ
きました。
ところで誕生日の 1月30日は、母が残してく
れたヘソの緒には 1月26日とあります。最初に
つけられた名前が元明で、これが区役所でむかし
の元明天皇と同じでは受け付けられず、元昭に変
えることにしたのでしたが、このため届けの日が
過ぎ、誕生日をずらしたという経緯です。当時は
産院でなく、自宅で産婆さんによったのでそんな
ことができたのでしょう。 （おわり）
小椋正明
1 9 4 8年 1月鳥取
東伯郡で生まれました。場
所は 19 5 5年にウラン
鉱が発見されて有名にな
った人形峠の近くです。当
時は放射能の知識も無く
ウラン鉱を採集すること
も出来ましたのでウラン鉱を蛍光灯を当ててみた
り風呂に漬けてジッーという音を聞いていました。
今思えがこのときの浴びた放射能の影響が出てい
るのかも知れません。
中学の頃は近くに電気部品を持ってる人が居ま
したのでよく遊びに行っていました。
1 9 6 6年に工業高校電子課を一期生で卒業し
ました。
OBM（沖ビジネスマシン）に入社し銀行のオ
ンライン端末、タイプライターの保守を担当しま
した。当時のテレタイプライターの通信速度は 50
ボーで送受信する時に一度、紙テープを作成して
から送受信していました。
為替はテレタイプライターで送金するため金額
の誤りを防止するために金額を 2回受信し、お互
いの金額が合致したとき印刷していましたが、未
だ半導体が出回って居なかった為リレーを使用し
ていましたのでよくエラーを起こしていました。
1 9 6 8年 10月に（樹リコーに移り、電子卓上
計算機（電卓）の生産技術関係を担当しました。
当時の電卓の価格は一桁1万円といわれ使用部
品は表示には緑色の蛍光表示管、制御部はトラン
ジスタと簡単な金属ケースに入ったPMOS-I 
Cを使用していました。
その後、樹脂で封印されたMOSICのシフトレ
ジスタを使用したのですが出始めで品質が安定し
ておらず、最初は正常に動作していますがしばら
くすると誤動作する不具合が発生し、解析のため
コタツを持ち込み温度試験をしていました。
その後すぐに恒温槽が導入されました。
1 9 7 2年に初めて悔外工場を建設する話が持
ち上がり運よくその一員になり、カルフォニアの
アーバインに赴任しました。
何しろ初めての工場建設で誰にも知識が無く、
もわからず多くの失敗もしましたが無事に稼
動に漕ぎ着けましたが、オイルショックの影響を
受けて運営が難しくなり、現地で製品を開発する
ことになり、ここで初めてマイコンを使用しまし
た。使ったのはINTELの4004後継の 4040でし
た。運営が難しい状態ですので開発ツールを購入
することも出来ず、サンプル部品をもらって原始
的なツールを作りハンドアッセンブラでプログラ
ムで作成しました。
量産するためにマスクROM化をすることにな
り、開発したバイナリーコードをそのまま INT
ELに出せばよいと思っていましたが INTEL
からはパンチカードかPNパンチしたテープのい
ずれを提出せよとの要求があり、 INTELの営
業所にいきタイプライターを借用してPNと手で
打ち込み無事にマスクROMを作りました。
?
ここで初めて便利なMDS (Microcomputer 
Development System)があることを知りました。
帰国後はアナログ複写機、デジタル複写機 (M
FP)の開発に従事し、最後はデジタル複写機 (M
FP)関係の遠隔診断システムの開発に従事しま
した。
現在はUECへのボランテアと好きなブラブラ
旅行を夫婦で楽しんでいます。 （おわり）
図書館倉庫整理グループよりのお知らせ
宮入源太郎
図書館倉庫地下の書籍整理のとりまとめは、世
古名知夫さんが担当しておられましたが、ご家族
とご本人の健康上の問題から関係各位との相談の
結果、小栗晴彦さんと交代することになりました。
図書館倉庫の整理については以下のような体制で
すすめますので、お知らせいたします。
1.図書館倉庫地下のとりまとめ 小栗晴彦
2.図書館倉庫 lFのとりまとめ 和田光弘
3.図書館倉庫整理支援活動参加者 （順不同）
石島巌、桑島陽一、横光治、世古名知夫、
山肩昭夫、桜井徹男、小椋正明、宮入源太郎
世古さんのご健康回復が早やからんことをお祈
りいたします。
歴史研究はモノとともに書籍の存在が欠かせま
せん。地味でつらい作業ですが、皆様とともに貴
重な書籍の整理・保全をすすめたいと思います。
（おわり）
編集後記
□4月 1日付で館長が交代されました。前館長の
三橋 渉さんに、退任のあいさつをいただきまし
た。特に、世間によくある紋切型でない率直なお
言葉をお願いしました。
新館長には次号でごあいさつをいただきたいと
思っています。
□第7展示室の錯視の展示コーナーについて出澤
さんに説明文を執筆いただきました。
視覚の本質を究める研究の一端がわかる展示は
大変意義あるものと思います。たしかに、現在
のテレビ画像は人間の目で感ずるそのままを再
生できていないと思っていました。音響の世界
では高忠実度再生が進歩していますが、映像の
世界では色彩も立体感も進歩が遅れています。
□4月に高橋雄造さんの訳書「女性電信手の歴史」
が刊行されました。
米国の技術史家トーマス・C．ジェプセンの著書の
日本語訳で、発行元は法政大学出版局で定価
3,800円＋税です。 19世紀半ばに出現した電信
技術は当時の欧米の女性に新しい職業機会を提
供し、女性電信士が活躍したようです。
私は以前から電信通信に欠かすことのできない
通信士・電信士という職業人の働く現場や職業人
としての意識がどうだったのかに興味がありま
した。欧米では電信士の活躍や意識についての書
籍がいくつか発行されていますが、我が国では極
めて地味な存在として扱われていることが不思
議でした。逓信省や電電公社の年史にも電信士に
ついての記述はあまりありません。
何はともあれ、この本を読んで電信先進国だった
米国での電信事情について知りたいと思ってい
ます。
口次号（第6号）は7月末を予定しています。
皆様のご投稿を 6月末までにお寄せ下さい。
原稿は、 Eメールの場合は
gmivairi@triton.ocn.ne.ip までお送り下さい。
手書きまたはワープロ印字したものを事務局に
届けていただいても結構です。
（宮入源太郎）
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